  ハンドマイクスポット例（消費税・国保・自衛隊募集）　 　　　２・１４　　府委員会  
▼こんにちは、日本共産党です。この場所をお借りして訴えをさせていただきます。
　４月の統一地方選挙が目前に迫ってまいりました。
※府会議員（予定候補）○○○○、市会議員（予定候補）○○○○へ、大きなご支援をよろしくお願いします。夏の参議院選挙では、定数２の京都選挙区は倉林明子、政党を選ぶ比例代表は日本共産党。「くらしに希望を」の願いを日本共産党へお寄せ下さい。
▼みなさん。勤労統計の不正・偽装問題で、消費税１０％増税の根拠としていた景気判断そのものが誤っていたことがハッキリしました。セブン・イレブンの名誉会長も「いまのタイミングで消費税を上げたら、間違いなく消費は冷え込む」と批判しています。
４月の府会議員・市会議員選挙で自民党・公明党にきびしい審判をくだせば、消費税の１０％増税をストップさせることができます。
　大企業と大金持ちに応分の負担を求めれば、増税分の財源・５兆円は出来ます。企業団体献金を１円も受け取らない日本共産党だからこそ提案できます。大きなご支援をお願いします。
▼「高すぎる国民健康保険料の引き下げ」は、誰もの願いではないでしょうか。世帯人数が多いほど保険料が高くなる均等割は国保だけです。全国知事会も１兆円の公費投入を要望し、四年前に政府も検討を約束したのにいまだに行われていません。１兆円の公費投入で１人あたり３万円引き下げましょう。日本共産党は、高すぎる国民健康保険料の引き下げに全力をあげています。
▽安倍首相は、自衛隊の増強、戦争する国づくりをすすめ「自衛隊員の募集のため」と９条改憲を訴えています。この動きを先取りするのが、京都市の自衛隊への個人情報の提供です。京都市は、１８歳と２２歳の名簿を宛名シールにして自衛隊に渡そうとしています。宛名シールの提供は、全国でも４つの自治体だけです。「私の情報を勝手に渡さないで」と若者が抗議しても京都市は聞こうとしません。個人情報を守るべき自治体が進んで提供するなど、とんでもないことで、日本共産党は撤回を求めています。
日本共産党は、国政でも地方政治でも自民・公明と維新による「戦争する国づくり」と対決し、憲法９条と平和を守るため全力をあげています。
▼主権者・国民の１票で、ウソとゴマカシの安倍政権を終わらせ、新しい政治に変えましょう。
　日本共産党は、市民と野党の共同で、みなさんと力をあわせて政治を動かします。
日本共産党を伸ばして、ウソとゴマカシの安倍政権を終わらせましょう。
　４月の統一地方選挙では、福祉と子育て、くらし最優先の地方政治をつくるため全力で頑張ります。
▽みなさん。「しんぶん赤旗」、「京都民報」は、野党共闘や市民の運動を紹介し、政治を変える展望を伝えています。ぜひお読み下さい。「政治を変えるために何かしたい」とお考えのみなさんの日本共産党への入党を心から呼びかけます。ありがとうございました。
（　※の部分を繰り返す　）
